宮崎市観光戦略課
令和５年４月２6日
宮崎の自然魅力発信事業業務委託　に対する質問と回答について

	
	質問項目
	質問内容
	回答

	１
	仕様書２
	実施目的について
	・今回の事業については、全国的な事例を参考に事業設計を行っています。

・宮崎自然休養林年度別利用者数（延べ）については下記のとおりです。

　令和元年度86,896人、令和２年度133,352人、令和３年度114,572人

・目的については、仕様書２のとおりです。

・ターゲット等については、仕様書に基づきご提案ください。

	２
	仕様書４（１）ア
	業務遂行体制の構築、管理等について
	・企画書の段階で、具体的な個人もしくは企業名称（内諾済み）が掲載されていることが望ましいと考えます。

・本業務の円滑かつ持続的な実施を図るための組織体制づくりの観点から、地元有

識者の意見反映を必須としており、有識者はアドバイザー的役割を含むものと考えています。

	３
	仕様書４（２）ウ
	地図アプリの実装について
	・ユーザーにとっての利便性の高さが重要であるため、地図アプリはスタンプラリーアプリとの連携（１つのアプリ内での実装）を必須としています。

・その他の連携方法につきましては、ご提案を妨げるものではありません。

	４
	仕様書４（２）オ
	アプリの契約期間・運用等について
	・アプリの運用は、契約期間終了後、複数年以上の運用を想定しています。具体的な期間については、仕様書に基づきご提案ください。

・契約期間終了後も、無料で契約期間と同程度の運用をできることが望ましいと考えています。契約期間終了後の運用については、仕様書に基づきご提案ください。

・権利関係については、仕様書８をご参照ください。

	５
	仕様書４（３）ア
	スタンプラリー実施期間について
	・各所を巡るスタンプラリーの性質を鑑み、原則３カ月としております。

・実施期間についてのご提案を妨げるものではないため、期間の長短含め具体的な実施期間については仕様書に基づきご提案ください。

	６
	仕様書４（３）エ
	問い合わせ対応について
	メールおよび電話での対応をお願いします。



	７
	仕様書４（４）ウ
	KPIについて
	・KPI等につきましては、定性および定量分析ができ、具体的かつ詳細ななデータがとれる値の設定が望ましいと考えています。

・本事業は本年度からの新規事業となるため、過去実績等はありません。観光に関する数値については、宮崎市観光統計もご参照ください。

・具体的な目標達成値（KPI含む）については、仕様書に基づきご提案ください。

	８
	仕様書４（５）ア
	効果検証について
	・KPI、具体的な目標達成値（KPI含む）、改善提案等については、仕様書に基づきご提案ください。

・KPI、目標達成値の達成有無に関わらず、改善提案等を必須としています。

・改善提案等については、KPI達成の為にも、できる限り本年度中に（費用含め）業務委託事業の中で対応することが望ましいと考えますが、内容によっては次年度に向けた改善提案の提出をお願いします。追加費用は想定していません。


